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研究成果の概要（和文）： 
高精度ゲノムアレイとその応用法を開発し、各種のがんにおいて統合的なゲノム・エピゲノ
ム解析を行った。その結果、新規のがん遺伝子候補として DUSP26 や SMYD2 などの 10 遺伝子
を、また、新規がん抑制遺伝子候補としてDBC1や PCDH20を含む10遺伝子を同定した。
加えて、がん特異的 DNA メチル化領域を特定し、これをランドマークに LAPTM5 をはじ
め 5種類のがん抑制遺伝子候補と 4種類のがん抑制性マイクロ RNA を同定した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
Innovative techniques for detection of genomic and epigenomic aberrations underlying the 

pathogenesis have been developed and using those techniques numerous cancer-related genes have 

been successfully identified during the course of the research program. In particular, we identified 

10 candidate oncogenes including DUSP26 and SMYD2 up-regulated due to gene amplification, 

and 10 candidate tumor suppressor genes including DBC1 and PCDH17. Furthermore four 

tumor-suppressor microRNAs, miR-13 and miR-193a, or miR-124 and miR-203, epigenetically 

silenced, were successfully identified in oral cancer or hepatocellular carcinoma, respectively.   
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１． 研究開始当初の背景 
ポストシーケンス時代の成熟したゲノム
科学環境において、基礎生命科学研究で得ら
れた情報を基盤に実地の医療への応用が可
能となるがんの新しい診断、治療、予防法の
開発に多大の期待が寄せられていた。 
 
２． 研究の目的 
今回の研究では、種々の癌細胞において、
網羅的ゲノム一次構造異常解析、エピジェネ
チック遺伝子制御機構、体系的遺伝子発現な
どの統合的な癌ゲノム解析を推進し、癌の個
別化医療の実現を目指した診断、治療、予防
法の確立に資する成果を得ることを目的に
研究を行った。  

 
３．研究の方法 
高精度ゲノムアレイとその応用法を開発
し、各種がんにおいて以下の統合的ゲノム・
エピゲノム解析を推進する。(1)がん特異的
ゲノム・エピゲノム異常を探索し、これらを
ランドマークに新規のがん関連遺伝子を同
定し、機能を解析するとともに、治療標的分
子としての可能性を追究する。(2) 独自開発
の DNAメチル化ゲノムワイドスクリーニング
法である BAC array-based MCA（BAMCA）法や
クロマチン免疫沈降（ChIP）法を応用してが
んメチル化領域や特定蛋白分子の結合DNA領
域のゲノムワイドな探索を進める。 (3) マ
イクロアレイで収集するがんゲノム構造異
常データベースを構築する。上記推進により、
がんにおけるゲノム一次構造異常の網羅的
解析とそのシステムの開発、体系的発現解析、
エピゲノミクス遺伝子発現調節異常の同定、
蛋白レベルでの発現・機能変化、さらに機能
性 RNA(マイクロ RNA を含む)の探索等の情報
に基づく「がんの統合的ゲノム解析」を実施
して、包括的にがんの病態を理解することに
より、がんの個別化治療、がんの予防、QOL
の高いがんの治療の基盤を構築する。 
 
４．研究成果 
新規遺伝子増幅の標的として Skp2、
PIK3CA、DUSP26、BCL2L2、KLK5、POU2AF1、
SMURF1、ITCH、SMYD2、PAK4 などを同定
し、がん病態形成機構との関連を明らか
にした。また、大腸がん肝転移バイオマ
ーカーに CCND3 の遺伝子増幅・発現亢進
を明らかにした。さらに、新規のがん特
異的ホモ欠失をランドマークに DBC1、
ADAM23、PCDH20、VLDLR、RGC32、PRTFDC1、
CTGF、MTNR1A、ANGPL2、PCDH17 などをが
ん抑制遺伝子候補として同定し、その機

能の詳細を明らかにした。また、独自開
発の BAMCA 法によりがん特異的 DNA メチ
ル化領域を特定し、エピゲノミクス遺伝
子サイレンシングにより機能抑制を受け
るがん抑制遺伝子候補の NR1I2, CRABP1、
PTGER2､PTGDR、LAPTM5 を明らかにした。
加えて DNA メチル化によって遺伝子発現
制御を受ける癌抑制性マイクロ RNA の
miR-137、 miR-193a、miR-124、miR-203
を同定した。 
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58. 稲澤譲治：「顎顔面の多発奇形を伴う先
天異常症の統合的ゲノム解析」．第 2 回
硬組織疾患ゲノムセンター・シンポジウ
ム．東京医科歯科大学歯学部特別講堂．
東京．2008 年 11 月 25 日 

59. 井本逸勢、稲澤譲治：「ヒト癌における
ゲノム一次構造異常領域から同定され
た増幅標的癌遺伝子候補としての dual 
specificity phosphatase」．第 31 回日
本分子生物学会年会・第 81 回日本生科
学会大会・合同大会．神戸ポートアイラ
ンド．兵庫．2008 年 12 月 11 日 

60. 稲澤譲治：「ゲノムアレイプラットフォ
ームで展開するがんのゲノム・エピゲノ
ム解析」．第 31 回日本分子生物学会年
会・第 81 回日本生科学会大会・合同大
会．神戸ポートアイランド．兵庫．2008
年 12 月 11 日 

61. 稲澤譲治：「高精度ゲノムアレイの開発
と疾患遺伝子の探索」．「テーラーメイド
医療を目指したゲノム情報活用基盤技
術」第 5回公開シンポジウム．東京．2009
年 8月 3日 

62. 井本逸勢、稲澤譲治：がんの統合的ゲノ
ム・エピゲノム解析．第 68 回日本癌学
会学術総会．パシフィコ横浜．神奈川．
2009 年 10 月 1日 

63. 小崎健一、稲澤譲治：DNA 過剰メチル化
により発現抑制される癌抑制遺伝子型
microRNA．第68回日本癌学会学術総会．
パシフィコ横浜．神奈川．2009 年 10 月
2 日 

64. 稲澤譲治、井上純：LAPTM5 の蓄積により
誘導されるオートファジー障害を伴う
細胞死；その神経芽腫の自然退縮への関
与．第 68 回日本癌学会学術総会．パシ
フィコ横浜．神奈川．2009 年 10 月 3日 

65. 稲澤譲治：「LAPTM5 蓄積で誘導されるリ
ソゾーム細胞死と神経芽腫の自然退縮
機構」．がん特定研究５領域合同シンポ
ジウム．学術総合センター・一橋記念講



堂．東京．2010 年 1月 14 日 
66. 稲澤譲治：「口腔癌と先天異常症のゲノ

ム・エピゲノム解析」．第 3 回硬組織疾
患ゲノムセンター・シンポジウム．東京
医科歯科大学講堂．東京．2010 年 2 月
16 日 

67. 稲澤譲治:がんのトランスレーショナ
ル・ゲノミクス．第 23 回日本口腔腫瘍
学会総会・学術大会．学術総合センター．
東京．2005 年 2月 4日 

68. 稲澤譲治：Whole Genome Array-4500 に
よる先天異常疾患のゲノム異常解析．平
成 17 年度成育医療研究委託事業「先天
異常の遺伝子診断システムの確立に関
する研究」班会議．国立成育医療センタ
ー．東京．2005 年 12 月 15 日 

69. 稲澤譲治：ゲノムアレイプラットフォー
ムで展開する癌と遺伝疾患のゲノム、エ
ピゲノム解析．第 42 回日本肝臓学会総
会．国立京都国際会館．京都．（特別講
演）2006 年 5月 25 日 

70. 稲澤譲治：ゲノムアレイプラットホーム
で展開するがんのゲノム、エピゲノム解
析．札幌医科大学医学部附属がん研究所
50 周年記念講演会．札幌医科大学記念ホ
ール．札幌．2006 年 7月 7日 

71. 稲澤譲治：疾患のゲノム診断．ALOKA テ
クノロジーフェア 2006「バイオテクノロ
ジー講演会」．六本木アカデミーヒルズ
40．東京．2006 年 7月 22 日 

72. 井本逸勢：アレイ CGH 法による染色体解
析．第 13回臨床細胞遺伝学セミナー．
家の光会館東京．2006 年 8月 27 日 

73. 稲澤譲治：分子細胞遺伝学的アプローチ
によるがん関連遺伝子の探索．
JCA-Mauvernay Award 受 賞 講 演
（Clinical）．第 65回日本癌学会学術総
会．パシフィコ横浜．横浜．2006 年 9
月 29 日 

74. 井本逸勢、稲澤譲治：In house BAC アレ
イを用いた癌のゲノム構造・機能異常解
析からの分子標的探索．第 39 回遺伝医
学研究会．東京女子医科大学．東京．2006
年 10 月 6日 

75. 井本逸勢、稲澤譲治：Exploration of 
molecular targets based on the genomic 
and epigenomic characterization of 
human cancers using in-house BAC array 
system. The Strategic Meeting of the 
Cancer Edition of H-Invitational 産
業技術総合研究所．東京．2006 年 10 月
16 日 

76. 稲澤譲治：ゲノムアレイプラットフォー
ムで展開する癌のゲノム・エピゲノム解
析．第 44 回日本癌治療学会総会．京王
プラザホテル．東京．2006 年 10 月 19
日 

77. 井本逸勢、稲澤譲治：Exploration of 
molecular targets based on genomic 
copy-number aberrations in human 
cancers. The strategic Meeting for 
Frontier Project 日本大学医学部．東
京．2006 年 10 月 31 日 

78. 稲澤譲治:染色体異常症の最新の知見．
第 4 回 COE 国際ワークショップ 遺伝
子・染色体病の診断治療の最前線．ウエ
スティンナゴヤキャッスル．名古屋．
2006 年 12 月 4日 

79. 井本逸勢、林深、本田尚三、稲澤譲
治:Detecting copy-number variation in 
the human genome using BAC-array based 
comparative genomic hybridization. 
International Symposium on Applied 
Genomics 2006．グランドアーク半蔵門．
東京．2006 年 12 月 15 日 

80. 井本逸勢、稲澤譲治： Cancer genomic 
and epigenomic analyses on a BAC-array 
platform. The Cancer Edition of 
H-Invitational meeting. 産業技術総合
研究所．東京．2007 年 2月 1日 

81. 稲澤譲治：ゲノムアレイプラットフォー
ムで展開する癌のゲノム・エピゲノム解
析．第 11 回横浜市立大学「癌の分子細
胞生物学懇話会」．横浜市立大学附属病
院．横浜．2007 年 2月 13 日 

82. 稲澤譲治:分子細胞遺伝学的アプローチ
に よ る 癌 関 連 遺 伝 子 の 同 定 ．
JCA-Mauvernay Award 受賞記念講演．東
京医科歯科大学．東京．2007 年 2 月 20
日 

83. 稲澤譲治:アレイプラットフォームで展
開する癌のゲノム・エピゲノム解析．
Genetics and Epigenetics Seminar in 
Akita．秋田大学医学部医学系総合研究
棟総 1講．秋田．2007 年 6月 22 日 

84. 稲澤譲治:アレイプラットフォームで展
開する癌のゲノム・エピゲノム解析．
Genetics and Epigenetics Seminar in 
Sendai．ホテルモントレ仙台．仙台．2007
年 6月 25 日 

85. 稲澤譲治:FISH 法の基礎と応用 第 32 回
組織細胞化学講習会．京都芸術劇場春秋
座．京都．2007 年 8月 7日 

86. 稲澤譲治:「ゲノムの変化から知るがん
の個性」「オンコジーンアディクション
とがんの分子標的治療薬」．北海道医療
大学新川教授着任記念特別講演会．北海
道医療大学．北海道．2007 年 8月 30･31
日 

87. 稲澤譲治：「ゲノムの成果がもたらす癌
と遺伝疾患の診断と治療」．福知山市民
病院セミナー．市立福知山市民病院．京
都府．2007 年 9月 3日 

88. 稲澤譲治：「ゲノムアレイプラットフォ



ームで展開するがんと遺伝疾患のゲノ
ム・エピゲノム解析」．乳癌研究会「Kyoto 
Report to Update Conference」．ウェス
ティン都ホテル京都．京都．2007 年 11
月 20 日 

89. 稲澤譲治：「ゲノムの多様性からみる病
気と日常」．第 3 回近畿血液疾患治療研
究会．京都東急ホテル．京都．2008 年 1
月 19 日 

90. 稲澤譲治：「ゲノムアレイプラットフォ
ームで展開する癌と遺伝疾患のゲノ
ム・エピゲノム解析」．発生工学・疾患
モデル研究会第 67 回定例会．東京ガー
デンパレス．東京．2008 年 2月 8 日 

91. 稲澤譲治：「がんのゲノム・エピゲノム
異常解析と治療標的分子の探索」．京都
府立医科大学研究開発センター第4回学
術講演会（がんプロフェッショナル養成
プラン第 1 回学術講演会）.京都府立医
科大学第２講義室．京都．2008 年 2 月
19 日 

92. 稲澤譲治：「アレイプラットフォームで
展開する癌と遺伝疾患のゲノム・エピゲ
ノム解析」．第6回幹細胞シンポジウム．
学術総合センター．東京．2008 年 5 月
17 日 

93. 稲澤譲治：「がんのゲノム・エピゲノム
解析から分子診断・標的治療へ」．第 18
回日本サイトメトリー学会学術集会．
（招請講演）．東京慈恵会医科大学 1 号
館 3階講堂．東京．2008 年 6月 28 日 

94. 稲澤譲治：「がんと遺伝疾患のゲノム・
エピゲノム解析：その分子診断から標的
治療へ」．第 7 回 Cell Biology Summer 
Meeting.鴨川グランドホテル．千葉．
2008 年 7月 5-6 日 

95. 稲澤譲治：「ゲノムアレイプラットフォ
ームで展開する癌と遺伝疾患のゲノ
ム・エピゲノム解析」．第 153 回環境研
セミナー．（財）環境科学技術研究セン
ター．青森．2008 年 9月 10 日 

96. 稲澤譲治：「ゲノムアレイプラットフォ
ームで展開する癌と遺伝疾患のゲノ
ム・エピゲノム解析」．東京医科歯科大
学大学院分子生物学特論．東京医科歯科
大学大学院講義室.東京．2008 年 10 月
17 日 

97. 稲澤譲治：「消化器疾患におけるゲノム
異常と臨床への展開」．日本消化器病学
会四国支部第 90 回例会．松山市総合コ
ミュニティセンター．愛媛．2008 年 11
月 8日 

98. 稲澤譲治：「ゲノムの変化から知るがん
の個性と治療法」．第 3 回四大学連合文
化講演会．一橋記念講堂．東京．2008
年 11 月 27 日 

99. 稲澤譲治：「癌と遺伝疾患のゲノム・エ

ピゲノム解析」．昭和大学歯学部口腔癌
包括的研究センター 平成 20 年度公開
シンポジウム．昭和大学歯科病院．東京．
2009 年 3月 14 日 

100. 稲澤譲治：「がんと遺伝子疾患の病態形
成とゲノム多様性」．京都府立医科大学
医学部がんプロフェッショナル養成プ
ラン特別講義．臨床講義棟北臨床講義室．
京都．2009年 3月 25日 

101. 稲澤譲治：「がんと遺伝疾患の統合的ゲ
ノム・エピゲノム解析」．琉球大学大学
院セミナー．琉球大学医学部機器センタ
ーセミナー室．沖縄．2009 年 7月 9 日  

102. 稲澤譲治：「ゲノム・エピゲノム解析に
よるがん関連遺伝子の探索」．広島がん
セミナー学術講演会．広島大学．広島．
2009 年 7月 13 日 

103. 稲澤譲治：「アレイＣＧＨ法と新しい細
胞遺伝学」．日本人類遺伝学会第 54回大
会．グランドプリンスホテル高輪．東京．
2009 年 9月 24 日 

104. 稲澤譲治：「がんと遺伝疾患のゲノム解
析：その分子診断から標的治療へ」．札
幌開成高等学校プレ先端科学特論プロ
グラム．北海道医療大学．北海道．2010
年 1月 8 日 

105. 稲澤譲治:ゲノムアレイによるがんと遺
伝疾患の潜在的ゲノム異常解析．関東甲
信越小児がん登録研究会．東京大学山上
会館．東京．2005 年 2月 5日 

106. 稲澤譲治:ポストシーケンス時代の疾患
ゲノム－実用化に向けた疾患特異的ゲ
ノム異常診断法の開発．2004 年度後期バ
イオ・先端医療講座．専修大学大学院．
東京．2005 年 2月 9日 

107. 稲澤譲治:ゲノムの変化から知る人の病
気と治療法．東京医科歯科大学難治疾患
研究所平成 17 年度第 1 回オープンキャ
ンパス．東京医科歯科大学．東京．2005
年 5月 17 日 

108. 稲澤譲治:ゲノムアレイ法の染色体・遺
伝子検査への応用と実用化．第 23 回日
本染色体遺伝子検査学会総会．市立旭川
病院．旭川．2005 年 10 月 8 日 

109. 稲澤譲治：ゲノムアレイプラットフォー
ムで展開する癌と遺伝疾患のゲノム・エ
ピゲノム解析．第 58 回日本電気泳動学
会教育講演．宇部全日空ホテル．2007
年 11 月 9日 

110. 菊池良子、井本逸勢、千石一雄、石川睦
男、稲澤譲治:CGH アレイによる卵巣癌の
網羅的ゲノム解析．第 64 回日本癌学会
学術総会．札幌市教育文化会館．札幌．
2005 年 9月 14 日 

111. 鈴木江美奈、井本逸勢、井上純、中川貴
之、Atiphan Pimkhaokham、細田文恵、
大木操、天笠光雄、稲澤譲治:高密度・



高精度ゲノムアレイにより発見された
新規口腔癌関連遺伝子候補の解析．第 64
回日本癌学会学術総会．札幌市教育文化
会館．札幌．2005 年 9月 14 日 

112. 干衛、井本逸勢、音田正光、江見充、稲
澤譲治:甲状腺未分化がんの新規癌遺伝
子 NATA1 の同定と機能解析．第 64 回日
本癌学会学術総会．北海道厚生年金会館．
札幌．2005 年 9月 15 日 

113. 中川貴之、横井左奈、井上純、鈴木江美
奈、Atiphan Pimkhaokham、鎌田伸之、
小村健、井本逸勢、稲澤譲治:口腔癌に
おけるBAC-arrayを用いたDNAメチル化
領域の網羅的探索．第 64 回日本癌学会
学術総会．札幌市教育文化会館．札幌．
2005 年 9月 15 日 

114. 坂本宙子、水口真希、横井左奈、和泉宏
幸、井本逸勢、稲澤譲治:X-tiling アレ
イの構築および同アレイによる癌にお
ける X 染色体コピー数異常領域の探索．
第 64 回日本癌学会学術総会．札幌市教
育文化会館．札幌．2005 年 9月 15 日 

115. 田中浩司、井本逸勢、井上純、鈴木江美
奈、横井左奈、嶋田裕、河野辰幸、岩井
武尚、稲澤譲治:BAMCA(BAC-array based 
MCA)法による食道癌DNAメチル化領域の
網羅的探索．第 64 回日本癌学会学術総
会．札幌市教育文化会館．札幌．2005
年 9月 15 日 

116. 三枝邦康、井本逸勢、井上純、青柳傑、
大野喜久郎、稲澤譲治:ヒトグリオーマ
高頻度13q欠失領域から同定した新規癌
抑制遺伝子候補 TSGL1．第 64 回日本癌学
会学術総会．北海道厚生年金会館．札幌．
2005 年 9月 15 日 

117. 杉野由里子、井上純、降旗あき子、細井
創、杉本徹、井本逸勢、稲澤譲
治:BAMCA(BAC array-based MCA)法を用
いた新規癌抑制遺伝子候補 TSGL1．第 64
回日本癌学会学術総会．北海道厚生年金
会館．札幌．2005 年 9月 15 日 

118. 趙晨、井上純、大槻剛巳、井本逸勢、稲
澤譲治:多発性骨髄腫における B 細胞特
異的転写共役因子 BOB1 増幅による活性
化．第 64 回日本癌学会学術総会．北海
道厚生年金会館．札幌 2005 年 9月 15 日 

119. 井上純、降旗あき子、杉野由里子、細井
創、杉本徹、井本逸勢、稲澤譲治:神経
芽腫における 1p35-p36 候補癌抑制遺伝
子 TSNB1 のエピゲノム解析．第 64 回日
本癌学会学術総会．札幌市教育文化会館．
札幌．2005 年 9月 15 日 

120. 篠田康夫、井本逸勢、三木恒治、稲澤譲
治:CGH アレイ法による新規の膀胱癌関
連遺伝子の探索．第 64 回日本癌学会学
術総会．札幌市教育文化会館．札幌．2005
年 9月 16 日 

121. 高田久、井本逸勢、津田均、中西幸浩、
細田文恵、広橋説雄、大木操、稲澤譲治:
高密度CGHアレイにより検出された新規
胃癌抑制遺伝子候補の解析．第 64 回日
本癌学会学術総会．北海道厚生年金会館．
札幌．2005 年 9月 16 日 

122. 和泉宏幸、井本逸勢、井上純、横井左奈、
高橋隆、細田文恵、大木操、稲澤譲治:
高密度CGHマイクロアレイにより発見さ
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名称：「VLDLR 遺伝子の検出による胃癌の検出

方法」 
発明者：高田久、井本逸勢、稲澤譲治 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2006-118030 
出願年月日：2006 年 4月 21 日 
国内外の別：国内 
27. 
名称：「癌抑制剤」 
発明者：稲澤譲治、井本逸勢、三枝邦康 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2006-204601 
出願年月日：2006 年 7月 27 日 
国内外の別：国内 
28. 
名称：「がん関連欠失遺伝子マーカーを用い

た癌の診断方法」 
発明者：稲澤譲治、井本逸勢、和泉宏幸、横

井左奈 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2006-109312 
出願年月日：2006 年 4月 12 日 
国内外の別：国内 
29. 
名称：「癌の検出方法および抑制方法」 
発明者：ウェイ ユウ、稲澤譲治、井本逸勢 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2006-078787 
出願年月日：2006 年 3月 22 日 

国内外の別：国内 
30. 
名称：「癌抑制剤」 
発明者：井本逸勢、稲澤譲治、和泉宏幸、横

井左奈 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2006-078786 
出願年月日：2006 年 3月 22 日 
国内外の別：国内 
31. 
名称：「癌抑制剤」 
発明者：稲澤譲治、井本逸勢、三沢あき子、

井上純 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2005-309921 
出願年月日：2005 年 10 月 25 日 
国内外の別：国内 
32. 
名称：「食道癌の検出方法及び抑制剤」 
発明者：稲澤譲治、井本逸勢、小松周平、小

崎健一、津田均 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2009-073998, 12/730,919 
出願年月日：2010 年 3月 24 日 
国内外の別：国外（US） 
33. 
名称：「神経芽腫の検出方法」 
発明者：稲澤譲治、井本逸勢、井上純 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2008-275176, 12/568,569 
出願年月日：2009 年 9月 28 日 
国内外の別：国外（US） 
34. 
名称：「甲状腺癌の検出方法」 
発明者：稲澤譲治、井本逸勢、石原孝也、津

田均 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2008-184982, 12/503,434 
出願年月日：2009 年 7月 15 日 
国内外の別：国外（US） 
35. 
名称：「癌の検出方法および癌抑制剤」 
発明者：稲澤譲治、小崎健一、井本逸勢 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2008-012256, 12/357,894 



出願年月日：2009 年 1月 22 日 
国内外の別：国外（US） 
36. 
名称：「癌抑制剤」 
発明者：三沢あき子、井上純、井本逸勢、稲

澤譲治 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2005-309921, 12/219,508 
出願年月日：2008 年 7月 23 日 
国内外の別：国外（US） 
37. 
名称：「卵巣癌の検出方法、及び抑制方法」 
発明者：稲澤譲治、井本逸勢、菊池良子 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2007-143111, 12/153,967 
出願年月日：2008 年 5月 28 日 
国内外の別：国外（US） 
38. 
名称：「口腔扁平上皮癌の検出方法、及び抑

制方法」 
発明者：稲澤譲治、井本逸勢、鈴木江美奈 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2007-143110, 12/128,468 
出願年月日：2008 年 5月 28 日 
国内外の別：国外（US） 
39. 
名称：「神経芽腫の悪性度を含めた検出方法、

及び抑制方法」 
発明者：稲澤譲治、井本逸勢、杉野由里子 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2007-169875, 12/126,637 
出願年月日：2008 年 5月 23 日 
国内外の別：国外（US） 
40. 
名称：「多発性骨髄腫の検出方法および抑制

方法」 
発明者：趙晨・井上純・井本逸勢・稲澤譲治 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2006-255155,  
出願年月日：2007 年 9月 21 日 
国内外の別：国外（US） 
41. 
名称：「癌抑制剤」 
発明者：稲澤譲治、井本逸勢、三枝邦康 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 

番号：2006-204601,11/8783559  
出願年月日：2007 年 7月 25 日 
国内外の別：国外（US） 
42. 
名称：「癌関連欠失遺伝子マーカーを用いた

癌の診断方法」 
発明者：稲澤譲治、井本逸勢、和泉宏幸、横

井左奈 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2006-109312, 07007420.8 
出願年月日：2007 年 4月 11 日 
国内外の別：国外（US） 
43. 
名称：「癌の検出方法および抑制方法」 
発明者：于衛、稲澤譲治、井本逸勢 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2006-078787，11/723,712 
出願年月日：2007 年 3月 21 日 
国内外の別：国外（US） 
44. 
名称：「癌抑制剤」 
発明者：井本逸勢、稲澤譲治、和泉宏幸、横

井左奈 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2006-078786，11/723,694 
出願年月日：2007 年 3月 21 日 
国内外の別：国外（US） 
45. 
名称：「癌の検出方法及び癌の抑制方法」 
発明者：稲澤譲治、井本逸勢、井上純、降旗

あき子、横井左奈、園田格、田波秀
朗、和泉宏幸、三枝邦康、林深、高
田久、鈴木文香 

権利者：株式会社ビー・エム・エル、 
富士写真フィルム株式会社、 

    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2005-81250，11/591,637 
出願年月日：2006 年 11 月 2 日 
国内外の別：国外（US） 
46. 
名称：「癌抑制剤」 
発明者：井本逸勢、稲澤譲治、和泉宏幸、横

井左奈 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2005-309921，11/585,142 
出願年月日：2006 年 10 月 24 日 
国内外の別：国外（US） 
47. 



名称：「癌の検出方法および癌抑制剤」 
発明者：稲澤譲治、小崎健一、井本逸勢 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2008-012256，09151217.8 
出願年月日：2009 年 1月 23 日 
国内外の別：国外（EP） 
48. 
名称：「卵巣癌の検出方法、及び抑制方法」 
発明者：稲澤譲治、井本逸勢、菊池良子 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2007-143111，08009927.8 
出願年月日：2008 年 5月 30 日 
国内外の別：国外（EP） 
49. 
名称：「口腔扁平上皮癌の検出方法、及び抑

制方法」 
発明者：稲澤譲治、井本逸勢、鈴木江美奈 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2007-143110，08009943.5 
出願年月日：2008 年 5月 30 日 
国内外の別：国外（EP） 
50. 
名称：「多発性骨髄腫の検出方法および抑制

方法」 
発明者：趙晨、井上純、井本逸勢、稲澤譲治 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2006-255155，7018522.8 
出願年月日：2007 年 9月 21 日 
国内外の別：国外（EP） 
51. 
名称：「癌抑制剤」 
発明者：稲澤譲治、井本逸勢、三枝邦康 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2006-204601，7014658 
出願年月日：2007 年 7月 26 日 
国内外の別：国外（EP） 
52. 
名称：「VLDLR 遺伝子の検出による胃癌の検出

方法」 
発明者：高田久、井本逸勢、稲澤譲治 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2006-118030，11/785,683 
出願年月日：2007 年 4月 19 日 
国内外の別：国外（EP） 
53. 

名称：「癌抑制剤」 
発明者：井本逸勢、稲澤譲治、和泉宏幸、横

井左奈 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2005-309921，06022358.3 
出願年月日：2006 年 10 月 25 日 
国内外の別：国外（EP） 
54. 
名称：「卵巣癌の検出方法、及び抑制方法」 
発明者：稲澤譲治、井本逸勢、菊池良子 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2007-143111，200810108639.6 
出願年月日：2008 年 5月 30 日 
国内外の別：国外（CN） 
55. 
名称：「口腔扁平上皮癌の検出方法、及び抑

制方法」 
発明者：稲澤譲治、井本逸勢、鈴木江美奈 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2007-143110，200810108666.3 
出願年月日：2008 年 5月 30 日 
国内外の別：国外（CN） 
56. 
名称：「多発性骨髄腫の検出方法および抑制

方法」」 
発明者：趙晨、井上純、井本逸勢、稲澤譲治 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2006-255155，200710140650.6 
出願年月日：2007 年 9月 21 日 
国内外の別：国外（CN） 
57. 
名称：「癌抑制剤」 
発明者：稲澤譲治、井本逸勢、三枝邦康 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2006-204601，200710139900.4 
出願年月日：2007 年 7月 27 日 
国内外の別：国外（CN） 
58. 
名称：「VLDLR遺伝子の検出による胃癌の検

出方法」 
発明者：高田久、井本逸勢、稲澤譲治 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2006-118030，200710097943.0 
出願年月日：2007 年 4月 23 日 
国内外の別：国外（CN） 



59. 
名称：「癌関連欠失遺伝子マーカーを用いた

癌の診断方法」 
発明者：稲澤譲治、井本逸勢、和泉宏幸、横

井左奈 
権利者：富士写真フィルム株式会社、 
    国立大学法人東京医科歯科大学 
種類：特願 
番号：2006-109312，200710095875.4 
出願年月日：2007 年 4月 12 日 
国内外の別：国外（CN） 
 
 
○取得状況（計 1件） 
 
名称：「MASL1 癌遺伝子」 
発明者：稲澤譲治、中村祐輔 
権利者：大塚製薬株式会社 
種類： 
番号：4280878 
取得年月日：2009 年 3月 27 日 
国内外の別：国内 
 
 
〔その他〕 
ホームページ等 
 
東京医科歯科大学難治疾患研究所分子細胞
遺伝分野 
http://www.tmd.ac.jp/mri/cgen/framepage
.htm 
 
CGH データベース 
http://www.cghtmd.jp/index.html 
 
 
６．研究組織 
(1)研究代表者 
 稲澤 譲治（INAZAWA JYOJI） 
東京医科歯科大学・難治疾患研究所・教授 

 研究者番号：30193551 
 (2)研究分担者 
 井本 逸勢（IMOTO ISSEI） 
 東京医科歯科大学・難治疾患研究所・教授 
研究者番号：30258610 
 小崎 健一（KOZAKI KENICHI） 
 東京医科歯科大学・硬組織疾患ゲノムセン
ター・特任准教授 
研究者番号：50270715 
 
 
 
 
 
 


